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研究成果の概要（和文）：
本研究は、プレ近代中期における本居宣長の業績が、幕末～明治期のネイション（日本

国民としてのアイデンティティ）形成に決定的な役割を果たしたことを論証した。宣長が

主導した国学は、仁斎や徂徠の方法を、無文字時代の日本を記述するテキスト『古事記』

に適用するもので、当時の社会規範や制度のありようを、独自のテキスト操作によって実

証的に明らかにした。これを基礎に、幕末期のネイション形成の言説が可能となった。

研究成果の概要(英文): 
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研究分野：社会学 

科研費の分科・細目：社会学・社会学 

キーワード： 本居宣長 
 
１．研究開始当初の背景 
 （１）日本の近代化の源流をプレ近代思想
のなかに求めた先行研究として、政治学者丸
山真男の『日本政治思想史研究』、山本七平
『勤勉の哲学』『現人神の創作者たち』、小林
秀雄『本居宣長』などがある。これらは重要

な論点を指摘しつつも、プレ近代思想の総体
が日本近代化の原動力となった条件を完全
に明らかにしてはいなかった。 
 （２）江戸期の新儒学のほかに国学が要請
された背景には、中国社会の固有の文脈に深
く依存している儒学の論理を、方法としてだ
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け取り出し、日本のテキストに適用する作業
が不可欠であった。江戸期の新儒学と国学の
並行関係に注目すべきであったが、そうした
先行業績は存在しなかった。 
（３）本居宣長の業績の文学的・思想的意

味に注目する小林秀雄の仕事があったが、そ
の困難と弱点を衝いたのは橋本治の『小林秀
雄の恵み』の業績があるのみで、社会科学の
分野から縦横にこの問題を切開する仕事は
現れていない。 
 
２．研究の目的 
 （１）この研究は、プレ近代中期における
本居宣長の業績が、幕末～明治期のネイショ
ン（日本国民としてのアイデンティティ）形
成に決定的な役割を果たしたことを論証す
ることを目的とする。 
 
３．研究の方法 
 （１）本居宣長の研究書、具体的には、村
岡典嗣『本居宣長』、小林秀雄『本居宣長』、
橋本治『小林秀雄の恵み』、丸山真男『日本
政治思想史研究』などを整理し、従来の読解
の概略を精査した。 
 （２）本居宣長『古事記伝』における論述
の実際を再構成し、従来の読解と照合した。 
 （３）現代哲学や社会学の先端的理論、具
体的には、ヴィトゲンシュタインの言語ゲー
ムの議論や分析哲学の成果を援用し、本居宣
長の方法を批判的に再構成した。 
 
４．研究成果 
 （１）村岡典嗣『本居宣長』、吉川幸次郎
『仁斎・徂徠・宣長』、小林秀雄『本居宣長』
の三つの先行業績を整理し、真淵→宣長→篤
胤の系譜関係を再構成した。 
 （２）宣長が古典体の和歌を詠むことに生
涯こだわり続けた理由が、無文字時代の口承
日本語を継承する「感性共同体」に帰属する
態度表明であることを、宣長の『古事記伝』
のテキストから検証した。 
 （３）『古事記伝』の、口承日本語伝承の
文字記録の語義の用例解析の実証的研究が、
再帰的決定＝原日本語システムの自立を検
証する作業であることを、論証した。 
 （４）用例のなかに規則（ルール）を認め
るヴィトゲンシュタインの言語ゲームのア
イデアのなかに、宣長の業績と並行する論理
が存在することを指摘した。 
 用例による語義確定（同時決定による意味
システムのロジック）を開発したのは、伊藤
仁斎や荻生徂徠ら江戸の新儒学の功績であ
る。この方法を、自覚的にとりいれ、異なる
テキストに適用したのが、宣長の特筆すべき
業績であることが明らかになった。  
 （５）本居宣長と儒学者とのあいだの、い
わゆる「道論争」が、ヴィトゲンシュタイン

の言語ゲームを法理論に応用したＨ・Ｌ・
Ａ・ハートの１次ルール／２次ルールの概念
によって、明確にモデル化できることを示し
た。すなわち、宣長の「道のないところに道
がある」という言明を、「（２次ゲームのなか
で文字によって記述されてはいないという
意味で）道（＝記述されたルール）がないの
が（日本の）道（＝記述されないが遂行され
る原日本社会の１次ルール）である」という
言明として解釈できることを示した。 
 このような宣長の主張は、従来信じられて
きたようなファナティックな国粋主義者の
ものではなく、単に合理的で論理的な帰結を
のべたにすぎないとが明らかとなった。  
 （６）「道論争」の結果、江戸の新儒学の
結論と異なり、宣長は『古事記伝』のが実証
した、中国文明が伝来する以前の無文字時代
の原日本社会において、すでに法規範や政治
が機能し、天皇が統治者として君臨していた
こと、日本の民衆は教えられずとも、天皇に
おのずから服従していたこと、を論証した。
この架空の、しかし実証された共同性を、幕
末維新の人びとはネイションとして再定義
することができた。 
 （７）本居宣長のもののあはれ論は、上記
の１次ゲームに内属する内的視点の客観性
を担保することを目的とする。この内属を確
かなものとするため、宣長は、生涯にわたっ
て和歌を詠み続けた。この彼の生涯が、方法
的に一貫した志に貫かれたものであったこ
とが、明らかとなった。 
 （８）プレ近代日本の思想の系譜学は、プ
レ近代西欧の宗教改革と並行関係にあるこ
とが示された。ただし、西欧の宗教改革の場
合は、原典の語義解析を根拠に通用解釈を批
判するのに対し、プレ近代日本の思想の場合
は、原典の語義解釈の方法（仁斎・徂徠によ
る）を、無文字テキストに援用し（宣長によ
る）、通用解釈を批判する。すなわち、新儒
学と国学とのカップリングによる批判的作
業がその根幹をなしていることが明らかと
なった。 
 
  【宗教改革】   【江戸新儒学】 
 
 聖書（神の言葉） 経典（孔孟の教え）  
    ｜         ｜  
 スコラ哲学（解釈） 朱子学（解釈） 
    ｜         ｜ 
 ルター（聖書中心） 仁斎徂徠（原典） 
 
 （９）このことを、さらに詳細に説明しよ
う。 
 儒学は中国の古い文字テキストを読解す
る。 
 国学はそれにならって、日本の古い文字テ
キストを解読する。宣長は『古事記』に着眼



 

 

した。宣長が注目するまで、『日本書紀』に
比べて格が低いとされていたテキストだ。 
 『古事記』は、太安万侶が稗田阿礼の協力
をえて、７１２年に完成させたもの。『日本
書紀』が中国の正史を意識した漢文体である
のに対し、万葉仮名のような独自の表記を多
く用いている。それは、『古事記』が無文字
時代からの口承伝承を多く含んでいること
を意味する。 
 本居宣長の『古事記伝』は、『古事記』が、
漢字が到来する以前の無文字時代の日本の
ルールを伝える文字テキストであることを、
証明する。この証明のために必要な概念対が、
漢意／やまとごころ、である。 
 漢意とは、儒学や仏教、すなわち、中国か
ら伝わった知識のシステムをいう。広く考え
れば、漢字とともに中国から伝わった意味や
価値のすべてである。日本語は、漢文とやま
とことばが混じり合った、漢字かな混じり文
が基本になった。漢意は日本語のすみずみに
まで浸透している。 
 宣長は、その漢意を除きされ、と言う。 
 その意味は、少なくとも『古事記』を読解
する場合に、漢意の効力をキャンセルしなけ
ればならない、ということである。たとえば、
『古事記』の冒頭が「天地初発之時」とあっ
ても、テンチショハツノトキと読んではだめ
で、アメツチノハジメテヒラケシトキと読む
のである。やまとことばがまずあって、それ
に漢字が意味的にあてられた。それを、漢字
熟語としてよんでしまったのでは、文字の到
来する以前の日本語の意味や価値の空間を
復元することができない。このように、『古
事記』を口承伝承の宝庫してとらえ、それを
記する日本語の意味価を確定することが、宣
長の『古事記伝』の作業である。そしてこの
作業は、仁斎や徂徠の新儒学の「科学的実証
法」によって鍛えられ、触発されたものだ。 
 宣長の『古事記伝』は、文字（漢字）が伝
わるより前の時代に、人びとの原初共同体が
存在していたことを証明する。そして、それ
より前に、人びとが社会規範（１次ルール）
に従っていたことを記述している。 
 ここから、どういう結論が導かれるか。 
 それは、天皇が、その当時から日本の統治
権者であること。それは、伝統的に決まって
いたのであって、儒学（朱子学）による正統
化とは関係ない。すなわち、天皇は、儒教的・
中国的な意味での皇帝（天子）なのではなく、 
それ以前的な日本的な意味での天皇（すめら
みこと）なのである。日本語を共通言語とし、
天皇を統治権者とあおぎ、中国と無関係に自
律的な共同体を築いていた、原日本が、ネイ
ションの原風景として浮上する論理がこれ
である。 
 宣長は、漢字かな混じり文で思考し行動す
る日本人を、中国文化の影響（漢意）から解

き放ったらどうなるかを思考実験した。そこ
には、やまとごころが残る。やまとごころを
もつ人びとのつくる社会は、原初の日本共同
体である。万葉集に古事記に源氏物語といっ
た、日本語の伝統につらなる人びとは、のこ
らず、宣長の夢想する原始共同体の子孫であ
ることになる。文学の共同性だからこそ、文
学として逃れがたく人びとをとらえる、強い
政治的効果をもつのである。  
 （10）このように、本居宣長の業績を、日
本の古典テキストを用いた言語ゲーム論的
な達成と理解することで、日本社会の系譜学
的な分析の新たな可能性を示し、日本社会学
の理論的な発展をはかることができた。 
 （11）今後の課題として、宣長の切り開い
た地平を、平田篤胤や会沢正志斎や吉田松陰
や…に接続して、ひとつの系譜に連接する作
業が、課題として浮かび上がった。 
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